
　　ご注意とお願い
本資料に掲載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するためのものであり、
「規格」の規定事項として明記したもの以外は保証を意味するものではありません。本資料
に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきまし
ては責任を負いかねますのでご了承ください。また、これらの情報は、今後予告なしに変更
される場合がありますので、最新の情報については、各担当部署にお問い合わせください。
本資料に記載された内容の無断転載や複製はご遠慮ください。

●建築施工会社の現場工事管理者様へのお願い
アンボンドブレース®は現場（もしくは工場）の車上渡しとなります。現場施工は建築工事
標準仕様書JASS6鉄骨工事に準じて行ってください。特に下記はアンボンドブレース®の
性能に悪影響を与える可能性がありますので原則として行わないでください。
• 座屈拘束鋼管の躯体への埋設
• ブレースへの間柱，梁等の部材または部品の取付
• ブレースへの溶接
• 錆誘発環境での使用（充分な防錆対策を行う場合を除く）

市村産業賞受賞
新しい産業の進歩発展に貢献した製品に贈られる
第37回市村産業賞を受賞しました。

認定書発行日：令和3年9月17日
認定番号 BCJ評定：ST0125-08（耐震タイプ）
＊筋かいの種別BA（BAランク材）としての評定

地震国ニッポンの建物を守る! ――
実績豊富な「耐震ブレース・制振ダンパー」です。

●お問合せ先

Cat.No.KC264 2022.08版  改「アンボンドブレース」は日鉄エンジニアリング株式会社の登録商標です。

アンボンドブレース®

〒141-8604 東京都品川区大崎一丁目5番1号 大崎センタービル
Tel.03-6665-4360　　 0120-57-7815

1 大

日鉄エンジニアリングの座屈拘束ブレース

都市インフラセクター 営業本部 鋼構造営業部
https://www.eng.nipponsteel.com/steelstructures/

第三者機関認証
構造部材として一般評価を取得
アンボンドブレース®は、一般財団法人日本建築センターによる評定を受けております。

認定書発行日：令和3年9月17日
認定番号 BCJ評定：ST0126-07（制振タイプ）
＊エネルギー吸収部材としての評定



あの建物にも、この建物にも。
首都東京の顔ともいえる「東京駅・丸の内・大手町」。

その周辺に立ち並ぶ高層建物において、日鉄エンジニアリングがお届けする

高性能な耐震ブレース・制振ダンパー『アンボンドブレース®』が数多く採用されています。

その実績こそが信頼の証です。  ★ご採用建物の一例（2022年4月撮影）
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支えています!
その大切な生命と資産。
そのビルで、この店舗で、あの橋やタワーで・・・・
ふだんは皆さんの目につかないところで活躍中のアンボンドブレース®。
1990年の発売開始以来、数多くの建物と居住者を、
地震の揺れから守り続ける、ベストセラー商品です。
――地震国ニッポンで「大きな安心」をご提供します――

6つの特長！

くじけない!
大地震にだって負けぬ、強靭な「鎧」と「筋肉」。

スリム!
ごっつい在来ブレースに比べて、
その姿はとってもスマート。

倹約マインド!
意外にソロバン勘定も上手なエコノミー派。
（ビルの鉄骨量を減らすことが可能です）

器用!
オフィス、店舗、研究所、病院、庁舎、学校、
橋、タワー …
新築にも耐震改修にも目下多彩に活躍中。

お墨付き!
日本建築センターによる性能評価をゲット
（厳格な品質管理のもとで製造されます）

しなやか!
大きな揺れを「骨の伸縮」でやわらげる。

そのビルで、この店舗で、あの橋やタワーで・・・・
ふだんは皆さんの目につかないところで活躍中のアンボンドブレース

地震の揺れから守り続ける、ベストセラー商品です。
―
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いつも

骨（中心鋼材）が縮んで対応します。

地震力

ブレース材が大きな揺れで
折れてしまう

外：鎧（鋼管）
内：筋肉（モルタル）

骨（中心鋼材）

骨（中心鋼材）

ワタクシは
Mr.UB（アンボンド）
どんな揺れも全身で受けて、
やわらげる……
それがワタクシの使命。

1 2

3 4

5 6

骨（中心鋼材）が伸びて対応します。

柱

梁

地震力

伸び
る 縮む

折れない

在来ブレース

折れる！柱

梁

地震力

伸び
る 地震力

骨（中心鋼材）骨（中心鋼材）

その鎧（鋼管）と筋肉（モルタル）で

骨（中心鋼材）が
折れない!

骨（中心鋼材）が伸びたり縮んだりして、

地震の揺れを
やわらかく吸収!

ヨロイ

新丸の内ビルディング
（東京都）2007年
階数：38階

新丸の内ビルを支える
648本の
アンボンドブレース®

地震力

評定書の詳細は下記の
QRコードから
ご覧いただけます。

https://www.eng.nipponsteel.com/steelstructures/product/base_isolation/unbondedbrace/authentication_ub/


アンボンドブレース®の

採用実績
高性能な耐震ブレース、制振ダンパーとして
日本の様々な建物に採用されています。

日本テレビタワー
（東京都）2003年
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オフィス・事務所／複合施設／商業施設

医療・福祉施設／庁舎

渋谷スクランブルスクエア
（東京都）2019年　写真提供：渋谷スクランブルスクエア

京都外国語大学（京都府）2017年

ロジスティックパーク茨木（大阪府）2017年常盤橋タワー（東京都）2021年

大阪国際会議場
（大阪府）1999年

出雲大社庁舎
（島根県）2017年

神戸三宮阪急ビル
（兵庫県）2021年

大空間（体育館／競技場／ホール）

浜松市市民音楽ホール
（静岡県）2021年　写真提供：浜松市

豊田スタジアム
（愛知県）2000年

四日市市総合体育館
（三重県）2020年

桑名市総合医療センター
（愛知県）2018年

三豊市危機管理センター
（香川県）2018年

文教施設／物流施設／空港施設

白鴎大学東キャンパス整備計画Ａ棟、Ｂ棟
（栃木県）2018年

東京国際空港第3ターミナル国際線サテライト棟
（東京都）2019年

ESR尼崎ディストリビューションセンター
（兵庫県）2020年

耐震補強

東京工業大学緑ヶ丘1号館
（東京都）2006年

中部電力長野支店通信鉄塔
（長野県）2004年

生物機能研究施設
（茨城県）2020年

高力ボルトを用いない溶接継手のアンボンドブレースを壁に隠さず表し仕上げ
としたことで、斜め部材が屋内空間に動きを創出しています。

東京駅前常盤橋プロジェクト「TOKYO TORCH」の第一弾プロジェクトである常盤橋タワーは地上38F、高さ212mの超高層タワー
です。512本のアンボンドブレースが超高層建物の耐震性を高めています。

球面すべり支承（NS-SSB）を用いた免震構造の大型物流施設にアンボンド
ブレースを636本使用し、高い耐震性を実現しています。

地上47階建、高さ約230mの渋谷地区で最も高いビルで、アンボンドブレース
が292本採用されています。



アンボンド材

鋼板

中心鋼材 座屈拘束材 アンボンドブレース®

鋼管

鋼板

鋼管

モルタル

NC NC

NT
NT

「アンボンドブレース®」は、軸力を負担する中心鋼材を鋼管とモルタルで拘束し、安定的に塑性化するブレース
です。中心鋼材とモルタルの間には特殊な緩衝材（アンボンド材）を用いているため、座屈拘束材（鋼管と
モルタル）には軸力が加わらないようになっています。この組み合わせにより、軸方向の引張・圧縮ともに、
同等の安定した履歴特性をもつ、耐震ブレース・制振ダンパーとしてご利用いただけます。

▼アンボンドブレース®の構成

①剛性が同じ

②耐力が同等

③安定した履歴ループ

④地震エネルギー
　吸収量
　(着色部面積)

変形

引張側

圧縮側

軸力

①圧縮・引張とも剛性差がありません
②圧縮・引張ともに耐力は同等です
③圧縮側でも安定した
　紡錘形の履歴特性をもちます
④座屈しないため、圧縮時・引張時が
　同程度の地震エネルギー吸収性能を
　有します

圧縮

δ

N

引張

アンボンドブレース®

座屈しない

●引張時：
　中心鋼材が負担

●圧縮時：
　中心鋼材が負担し、
　鋼管+モルタルが
　座屈を拘束

●剛性が小さい(やわらかい)
●引張降伏軸力(NT)が小さい

在来ブレース

地震力 地震力
座屈 地震による

圧縮力

●引張時：
　ブレースが負担

●圧縮時：
　ブレースが座屈

アンボンドとは
「ボンドしない」という意味。
この名の通り、中心鋼材と
モルタルは
接着されていません。
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圧縮

δ

N

引張

製品 効果

性能

▼アンボンドブレース®の復元力特性

▼在来ブレース vs アンボンドブレース® ▼復元力特性の比較

鋼種：BT-LYP225

地震エネルギー吸収量
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鋼種：SN490B

地震エネルギー吸収量
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在来ブレース
アンボンドブレース®

▼躯体費用の削減

▼ブレースの配置計画と杭引抜き力

長期荷重にて柱・梁を断面算定し、地震荷重から柱・梁の短期耐力分を減じた荷重をアンボンドブレース®
に負担させるように断面算定すれば、アンボンドブレース®の採用効果が最大化できます。
下図は「ラーメン構造」「在来ブレース構造」と「アンボンドブレース®」の比較です。

杭に生じる引抜き力は、アンボ
ンドブレース®を市松配置する
事で小さくする事が可能。

在来ブレースと同じ軸剛性のアンボンドブレース®は、より大きな軸力を負担できます。
→ブレース配置構面を集約することが可能　
→集約によってブレースの分力を負担する柱・梁が少なくなり躯体コストを削減　
→また、上部構造のみならず、下部構造のコスト削減に寄与

ラーメン構造 在来ブレース構造 アンボンドブレース®

靭性 中 躯体コスト 大 靭性 小 躯体コスト 中 靭性 大 躯体コスト 小

建物靭性が高いため（ブレースが座屈しないため）、設計
用地震力が小さくでき、BAランク材としてDs値が小さ
くできる。在来ブレースと比べ軸剛性が小さく、鋼種の
選択で剛性調整も可能なため、主架構とブレースの剛性
バランスの調整が容易。　
→ブレースによる躯体コスト減効果（大）

在来ブレースは座屈が生じないように断面積を大きくす
る必要があり、硬いブレースとなっているため、主架構と
ブレースの剛性バランスの調整が難しい。
→ブレースによる躯体コスト減効果（中）

地震力 地震力 地震力

座屈！！

変形

地震力

変形

地震力

変形

地震力

基礎・杭への
負担 大

２．杭引抜き力

1．アンボンドブレース配置構面の集約

杭引抜き力 中 杭引抜き力 小

地震力地震力

集約 さらに

a) 一般配置例 b) 市松配置例

ブレースの分力を負担する柱・梁を表す

圧縮・引張が対称の復元力特性

Nc同等の在来ブレースと比較した場合



切断 孔あけ・組立・アンボンド材の施工 モルタル充填 塗装

▼製作フロー

工場出荷時荷姿
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製作・施工 接合方法

塗装仕様
適用範囲

▼施工フロー

▼使用材料の適用範囲（抜粋）

アンボンドブレース®には ①高力ボルト接合、②溶接接合、③ピン接合の3つの接合方法があります。
以下の写真は、それぞれの代表的な接合例です。

アンボンドブレースは屋内/屋外の環境に合わせた各種塗装が可能です。
また、下記以外の塗装仕様も対応可能ですのでご相談ください。

①高力ボルト接合 ②溶接接合 ③ピン接合

■高力ボルトの本締めタイミングについて
アンボンドブレース®の接合に用いる高力ボルトの本締めタイミングは、構造設計の方針に従う事が望ましく、設計者、監理者
にご確認ください。仮にアンボンドブレース®に長期荷重による軸力を作用させないような設計の場合には、高力ボルトの本締
時期を遅らせる（例えば、直上階の床スラブ打設後に本締め）などの方法があります。この場合、建方後から本締め迄の間は、
仮ボルトで仮締めしてください。

■高力ボルト接合部の目隠し事例
薄鋼板を用いて高力ボルト接合部をカバーしてすっきり
した納まりとする方法があります。屋外の場合には防食
性に優れたZAM鋼板を用いる事例もあります。

■錆止め塗装仕様（屋内仕様）
 素地調整：JASS18（2種）
 塗装仕様：JIS K 5674（1種） 2回塗り
 色：グレー

■溶融亜鉛メッキ塗装（屋外仕様）
 素地調整：JASS18（2種）
 塗装仕様：溶融亜鉛メッキ（中心鋼材、
 座屈拘束鋼管）、ただし塞ぎ板および
 溶接部近傍はZRC塗装
　（摩擦接合部はリン酸塩処理仕上げ）

錆止め塗装仕様（屋内仕様）

溶融亜鉛メッキ塗装仕様（屋外仕様）

車上積載・車上渡し 建方

▼中心鋼材の形状

部　位 使用鋼材 板　厚 tc※1,※2 幅Wc

中心鋼材

スプライスプレート

座屈拘束鋼管

SN400B、SN490B、BT-HT385B、BT-HT440B-SP、BT-LYP225、SN490B-UBB 9～100mm 640mm以下

50mm以上6mm以上

3.2mm以上 -

SM490A※3

STK400、BCR295、BCP325
BBOX（SS400、SN400B、SN490B、SM490A）

▼中心鋼材の機械的性質（抜粋）

材　質 F値※（N/mm2）

SN400B

SN490B

BT-HT385B

BT-HT440B-SP

235

325

385

440

※板厚40mm以下の基準強度を表しています。 ※制振タイプの2次勾配κは以下となります。
　BT-LYP225：κ=0.015～0.025（中央値0.02） / SN490B-UBB：κ=0.023～0.033（中央値0.028）

※1 BT-LYP225の最大板厚は50mm
※2 SN490B-UBBの適用板厚は25～ 80mm
※3 標準部材はJIS 規格に準拠する電炉鋼材

耐
震
タ
イ
プ

材　質
下限値

SN490B-UBB
（板厚40mm以下）

SN490B-UBB
（板厚40mm超）

205

中央値

降伏点（N/mm2）

225

上限値

245

360 402.5 445

360 387.5 415

制
振
タ
イ
プ

tc

W
c

座屈拘束鋼管

中心鋼材(正)

中心鋼材(副)

＋タイプ
tc

W
c

座屈拘束鋼管

中心鋼材

－タイプ

●アンボンド材で中心鋼材とモルタルとのクリアランスを管理します。
●モルタルを使用することにより単位軸力あたりの製品重量も軽く経済的です。
●当社指定工場で製作を行い、高い品質を確保します。

BT-LYP225



1 座屈しないように、断面を大きくする 1 座屈を考慮する必要がなく、fc=ftで設計

2 同時に剛性が増大 2 断面も剛性もそのまま

3 荷重が集中 3 E　N　D

4 仮定断面で座屈

5 E　N　D

在来ブレース アンボンドブレース®

在来ブレースと比べて短時間で設計できます。

時刻歴応答解析

付加制振

BAランク材はDs値の低減と
鉄骨重量の削減が可能です。

仮
定
断
面
の
再
設
定

解消

1 BAランク材

2 Ds値の低減

3 必要保有水平耐力の低減
柱梁断面の低減
鉄骨重量の低減

1
アンボンド

ブレース®の選択

エネルギー法

1
アンボンド

ブレース®の選定

2
〈損傷限界検証〉稀に発生する地震動に対して
エネルギー・層間変形角・残留変形の検討

3
〈安全限界検証〉極めて稀に発生する地震動に対して

エネルギー・累積塑性変形倍率の検討

2
主架構の

仮定断面算定

3 アンボンド
ブレース®の
仮定断面算定

4
地震応答解析
モデルの作成

5
地震応答の
チェック

6 主架構・
アンボンドブレース®の

断面検定
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Ds値による
低減

力

弾性変形

塑性変形で地震動のエネルギーを吸収して耐える
（エネルギー吸収型）
ラーメン、アンボンドブレース®

変形

塑性変形

  弾性変形内で地震動に耐える
（強度抵抗型）
  耐震壁、在来ブレース

Qun

Qud

耐震性が向上するだけでなく、
鉄骨重量の削減も可能です。

コストダウン

製品タイプ 設計

●許容応力度計算で fc=ft、保有水平耐力計算でBAランク材として使用可能
●中心鋼材にはSN400B、SN490B、BT-HT385B、BT-HT440B-SPを使用可能

制振
タイプ

耐震
タイプ

●中心鋼材にはBT-LYP225、SN490B-UBBを使用可能
●制振タイプを用いる場合は以下の3つの設計ルートから選択

建築物の耐震性能を建築基準法に定められた規定以上に向上させるために制振ダンパーを使用します。
その際、制振ダンパーが無い状態で一次設計（許容応力度計算）・二次設計（保有水平耐力計算）で建築基準法のすべての規定を満足させます。

2つの製品タイプ
●「耐震タイプ」はBAランクのブレース材であり、主に中低層建物に向いています。
●「制振タイプ」は制振ダンパー (減衰材)として主に高層建物に向いています。

アンボンドブレース®を使った設計ルート

END

STAR T

高層評定対象

適合性判定対象

判断判断

層間変形角（γ）の確認
γ≦1/200

筋かいのβによる
応力割増しなど

Co≧0.3として
許容応力度計算など

ルート2 ルート3

保有水平耐力の確認
Qu≧Qun

Qun≧Ds・Fes・Qud

ルート1-1/ルート1-2

剛性率、偏心率の確認
剛性率≧0.6
偏心率≦0.15

層間変形角（γ）の確認
γ≦1/200

時刻歴応答解析
による

構造安全性の確認

耐
震
タ
イ
プ

制
振
タ
イ
プ

制
振
タ
イ
プ

Yes
高さ＞60m

Yes
高さ≦60m

No

Yes

Yes
高さ≦31m

No
高さ≦60m

No
高さ≦13m
軒の高さ≦9m

個別評定付加制振

制
振
タ
イ
プ

エネルギー法

制振部材が無い状態で
一次設計、二次設計ともに
建築基準法の規定を

満足させる

告示「エネルギーの
釣合いに基づく耐震計算法」
による構造安全性の確認
（限界耐力計算と同等の

構造計算）

SN400B,SN490B、
BT-HT385B、
BT-HT440B-SP

BT-LYP225
SN490B-UBB

在来
ブレース

アンボンドブレース®の
タイプ

アンボンドブレース®の
役割

ルート

設計・
解析手法

構造

許容応力度計算 時刻歴応答解析、エネルギー法、
付加制振等

制振
耐震
エネルギー吸収型強度抵抗型

保有水平耐力計算
1-1、1-2、2

耐震タイプ 制振タイプ

BAランク
耐震ブレース

制振ダンパー
(減衰材)

3 ̶
̶

̶

設計手順

1
構造解析上の
モデル化

2

接合部検討

3
座屈拘束鋼管の設計
（全体座屈の検討）

4
構面外座屈安定性の

判定

5

等価剛性の算定

6

疲労性能の検討

接合部検討

■耐震タイプ
◆一次設計
●接合部の設計は許容応力設計に従う。
●高力ボルトについては、芯材の降伏軸力に対してすべりを生じないものとする。

◆二次設計
●接合部の設計は保有耐力接合とする。（安全率1.2）

※設計上の留意点
・中心鋼材にBT-HT385B材、BT-HT440B-SP材を採用する場合、鋼材のF値が385、440N/
ｍｍ2のため、ガセットプレートのF値に合わせた接合部の設計すること。

■制振タイプ
●接合部の設計は評定の規定に従う。
●高力ボルトについては、芯材の最大降伏軸力に鋼種ごとの安全率γjを乗じた力に対して
　すべりを生じないものとする。
●接合部断面については、芯材の最大降伏軸力に鋼種毎の安全率γjを乗じた力に対して
　短期許容応力度以下とする。
※安全率γj：BT-LYP225の場合 1.2、SN490B-UBBの場合 1.3

※設計上の留意点
・芯材にSN490B-UBBを採用する場合、降伏点の管理幅は360～445N/mm2（板厚40mm超の
場合は360～415N/mm2）のため、ガセットプレートのF値に合わせた接合部の設計すること。

構造解析上のモデル化

■耐震タイプ
◆許容応力度計算
●一次設計時には、弾性の筋かい材として扱い、ルート2、ルート3に準拠する。
●アンボンドブレース®の許容圧縮応力度 fcは鋼材の許容引張応力度 ftに等しいとする（fc=ft）。
●等価剛性を直接入力することも可。

◆保有水平耐力計算
●二次設計時には、各層の保有水平耐力の確認を行う。
●このときアンボンドブレース®の筋かいの種別はBAランクとする。
　（鉄骨造であれば柱梁の区分次第でDs=0.25を実現可能）
●保有水平耐力計算時に用いる芯材の材料強度についてはF値の1.1倍以下にできる。
　ただし、BT-HT440B-SPの場合は、F値の1.05倍以下とする。

■制振タイプ
●二次剛性K2は歪硬化による耐力上昇を考慮し、BT-LYP225は一次剛性K1の0.015～0.025
　（中央値0.02）、SN490B-UBBは一次剛性K1の0.023～0.033（中央値0.028）とする。
●ブレースの軸剛性には、接合部等の弾性範囲部分を含めた等価剛性を用いることができる。 
（等価剛性の算定については15頁を参照）

1

2

●市販の一貫構造計算プログラム（SS7,BUS-6、BUILD一貫V、SEIN）や振動解析プログラム(SNAP、RESP-D)に標準部材を搭載しています。

■耐震タイプ N

δy δ

K1

NF・N1.05F, N1.1F

■制振タイプ

NF

N

δy δ

K1

K2= K1×
0.015～0.025（中央値0.02）：BT-LYP225
0.023～0.033（中央値0.028）：SN490B-UBB

Yes
31m<高さ≦60m

K2



14 15

座屈拘束鋼管の設計

■座屈長さの設定例（推奨）
◆片流れ配置

■アンボンドブレース®が取合う接合部の推奨ディテール
ガセットプレートはフレームとの応力伝達だけでなく、構面外座屈安定性を高める目的で各種補強プレート(鉛直・水平リブプレート及びスチフナ)を設ける事を推奨します。

3 構面外座屈安定性の判定4

等価剛性の算定5

●座屈拘束鋼管の座屈耐力が
　設計軸力を上回るように設計します。

＜ ʌ2 EI
Lk

2
Pdα

：設計軸力
：鋼管のヤング係数〈2.05×105（N/mm2）〉
：鋼管の断面二次モーメント
：座屈に対しての安全率（α=1.5）
：部材の座屈長さ

I

Lk

E
Pd

α

部材の座屈長さ（Lk）は、
接合部ディテールなどを考慮して
設計してください。

H形鋼柱弱軸
柱・梁芯＊

フェース

H形鋼柱強軸
柱端部

フェース
フェース

角型鋼管柱
フェース

フェース
角型鋼管柱

柱・梁芯＊

フェース
フェース

フェース
フェース

フェース
H形鋼柱強軸柱端部

柱・梁芯＊

柱・梁芯＊

フェース
柱・梁芯＊

フェース
柱・梁芯＊

H形鋼柱弱軸

UBB下端
UBB上端

角型鋼管柱

H形鋼柱強軸柱端部

H形鋼柱弱軸

UBB下端
UBB上端

梁中央部

フェース
梁芯＊

フェース
梁芯＊

梁芯＊

柱・梁芯＊

◆K形配置

＊高力ボルト接合された構面外スチフナを梁フランジに溶接
　し、梁ウェブ内にスチフナが配置されている

＊高力ボルト接合された構面外スチフナを梁フランジに溶接
　し、梁ウェブ内にスチフナが配置されている

＊高力ボルト接合された構面外スチフナを梁フランジに溶接
　していないが、ガセットプレートに鉛直および水平リブプレ
　ートを設置し、梁ウェブ内にスチフナが配置されている

＊高力ボルト接合された構面外スチフナを梁フランジに溶接
　していないが、ガセットプレートに鉛直および水平リブプレ
　ートを設置し、梁ウェブ内にスチフナが配置されている

＊面外方向の変位を拘束する部材（大梁・小梁等）を配置する場合は、フェースとして座屈長さを設定することができる。

※耐震タイプの場合、Pd＝芯材の降伏軸力
※制振タイプの場合、Pd＝芯材の最大降伏軸力

◆柱梁取合い ◆梁取合い ◆梁取合い（直交方向）

＊K形アンボンドブレース®の大梁と
の接合において、大梁上フランジ
はスラブで拘束され、下フランジは
アンボンドブレース®狙い点付近
に直交する小梁または横つなぎ材
で大梁の回転が拘束されている

K： 等価剛性
α： 塑性化部長さの柱・梁芯間長さに対する比
β： 弾性部長さの柱・梁芯間長さに対する比

　　：  塑性化部断面積の弾性部断面積に対する比

　　：  塑性化部断面積のパネルゾーン断面積に対する比

●アンボンドブレース®の弾性部長さを長くする
　（塑性化部長さを短くする）ことで、ブレース
　剛性を高くします。

●塑性化部の断面寸法を変えずに（降伏軸力を
　変えずに）、剛性が上がるため、微小変形下で
　も制振効果を発揮します。

弾
性
部：
Ae

パ
ネ
ルゾ
ーン
：A
p

弾
性
部：
Ae

塑
性
化
部：
Ac柱・
梁
芯
間
長
さ：
L

パ
ネ
ルゾ
ーン
：A
p

Lp

Le

LC

Le

Lp

δ（mm）

Py

K

EAc
L=K ×

α α+ +�ȕ 1

1

－ －�ȕ
Ac
Ae

Ac
Ap

（ ）

）LcL=（
）LeL=（

EAc
L

等価剛性を用いて、
剛性調整が出来ます。

Ac
Ae
Ac
Ap

＊等価剛性の考え方は、耐震タイプでも同様です。

在来ブレース

偏心率 大

アンボンドブレース®

偏心率 小

非対称な平面プラン

●重心

×剛心

非対称な平面プラン

●重心

×剛心

開口必要

●
×

開口必要

●

×

●塑性化部長さを変更することで等価剛性の調整
　が可能
 　⇒ 偏心率を抑えたブレース配置が可能

例） 平面プランが四角形で1辺に開口を必要とする
低層S造建物（物流倉庫や格納庫等）に対して、アン
ボンドブレース®を用いて偏心率を抑えた設計が可
能

●構面外座屈安定性については、評定で規定される以下の
判定式を満足させます。標準部材は両端の拘束条件をピ
ンとし、構面外・構面内に1/100 の層間変形が生じた場
合においても構面外不安定現象が生じない仕様です。

N

N拘束材端部近傍に 

NとMによる損傷が発生

構面内変形

M O

M O

構面外
変形

L2

L1
L3
L4
L

L ：柱・梁芯間長さ
L1 ：中心鋼材長さ（芯材長さ）
L2 ：鋼管長さ
L3 ：製品長さ（スプライスPL長さ含む）
L4 ：フェース長さ（面間長さ）

面外補剛（小梁）＊

ガセットPLの
面外補強

L2

L1
L3
L4
L

小梁

小梁

1
構造解析上の
モデル化

2

接合部検討

3
座屈拘束鋼管の設計
（全体座屈の検討）

4
構面外座屈安定性の

判定

5

等価剛性の算定

6

疲労性能の検討

横つなぎ材

H形鋼柱の強軸

H形鋼柱の弱軸

構面外
スチフナ

M ： 拘束材端部の終局曲げモーメントと芯材突出部の
  終局曲げモーメントのうち最小値
M ： 強制変形に伴う曲げモーメント
ar ： 拘束材端部の面外方向の初期不整
N ： アンボンドブレースの設計軸力
  (＝αd Ny でαd は塑性硬化係数)
N ： ブレース全体の弾性座屈荷重
N ： 拘束材端部がピンの場合のブレース全体の
  弾性座屈荷重であり、接合部座屈荷重と呼ぶ。

ここで、

構面外座屈安定性は次式により判定する。

M －M >－
ar (N －N  )

N
N

r r r
p o crcu

1－ cu
B
cr

r
p

r

r

B

o

cu

cr

cu
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疲労性能の検討6

ブレースの軸変形をδb、軸歪みを     とすると、 層間変形角をγとすると

例えば最大層間変形角を1/100,θ=45°とすると

ブレースの弾性部分の変形を無視すると、塑性化部分の歪み（　 ）は、

よって、 

但し 

▼アンボンドブレース®の疲労曲線（実験結果）

δb≒δcosθ
δb
L

δ
L

実験状況

εb

γ
α

1
α

α

α

1
2α

εb

cosθ

cosθ γ sinθ cosθ

sinθ cosθ

δ
H

γ

H
L

・

×
2
1 ×

2
1 （%）

1
4
のとき 2.0%

= =

==

=

=

= =

= = =

=

=

2
3
のとき 0.75%

地震力

L
Ｈ

δb

δ

θ

α Lc
L

●アンボンドブレース®の疲労特性は、歪振幅、鋼種・断面形状に
　よらず、実験結果を回帰した下式で評価することができる。

板厚40mm以下もしくは板厚40mm超で切断による熱影響部を
除去する場合

板厚40mm超で且つ切断による熱影響部を除去しない場合

=⊿εt ・・・・（1）
−0.49

=⊿εt ・・・・（2）
−0.49

●エネルギー法で用いる累積塑性変形性能については片側振幅での
　累積塑性変形倍率となる。
　片側振幅での塑性率μと累積塑性変形倍率η関係を以下に示します。

=ε
=μ
=η

・・・・（アンボンドブレース®の疲労性能近似曲線）
−0.49

(2ε - 2εy) × Nf/εy

10.24 × Nf

ε/εy20.48 Nf

16.8 Nf ε：片側歪振幅　εy：降伏時片側歪振幅 Nf：繰り返し回数

各種実験

■圧縮
神戸海洋気象台波（１９９５
年：神戸）１０～７０カインで
連続的に加力し、最大7.6％
（層間変形角約1/20）の圧
縮軸歪み下での安定した性
能を確認しました。

■引張
エルセントロ波（１９４０年：カリフォルニア）５～９０カインで連続的に加力し、最
大7.2％（層間変形角約1/20）の引張軸歪み下での安定した性能を確認しました。

▼実験結果

実験状況：科学技術庁との官民共同研究による（‘９７～’９９）

■高軸力タイプ
実大試験により、層間変形角
1/33 相当の変形まで安定した
履歴性能を確認しました。
●芯材：SN400B 
●降伏耐力：5200kN 
●部材長：7.5m
●最大軸歪：2.9％
　（軸縮み量80mm）

▼実験結果

実験状況

-50 50-100 1000-1
0,
00
0

10
,0
00

0
軸
力（
kN
）

0
-4
00

40
0

応
力
度（
N
/m
m
2 ）

軸変形量（mm）

0-2.0 2.0 4.0-4.0
軸歪（％）

■ピン接合タイプ
実大試験により、層間変形角
1/33 相当の変形まで安定し
た履歴性能を確認しました。
●芯材：BT-LYP225
●降伏耐力：860kN
●部材長：14.0m
●最大軸歪：1.2％
　（軸縮み量130mm）

▼実験結果 ■高強度タイプ
実大実験により、層間変形角1/33
相当の変形まで安定した履歴性能
を確認しました。
●芯材： SN490B-UBB、
 BT-HT385B、
 BT-HT440B-SP
●降伏耐力：約10000kN
●部材長：3.8m

▼実験結果

実験状況 実験状況

ピン接合部形状

0-150 150
軸変形量（mm）

0
-1
,5
00

1,
50
0

軸
力（
kN
）

0-1.5 1.5
軸歪（％）

0
-3
00

30
0

応
力
度（
N
/m
m
2 ）

▼ピン接合タイプ大変形実験

▼実大実地震動による動的載荷実験 ▼フレーム実験

▼高強度タイプ大変形実験
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ブレース®

軸歪（%）

軸歪（%）

応
力
度（
N
/m
m
2 ）

軸歪（%）
-4

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

-3 -2 -1 0 1 2 3 4

応
力
度（
N
/m
m
2 ）

-4
-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

-3 -2 -1 0 1 2 3 4

応
力
度（
N
/m
m
2 ）

-4
-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

-3 -2 -1 0 1 2 3 4

鋼種：SN490B-UBB

鋼種：BT-HT385B

鋼種：BT-HT440B-SP

1
構造解析上の
モデル化

2

接合部検討

3
座屈拘束鋼管の設計
（全体座屈の検討）

4
構面外座屈安定性の

判定

5

等価剛性の算定

6

疲労性能の検討

：全歪振幅⊿εt

SN400B(-)
LYP100(-)
LYP100(+)
LYP225,235E(-)
LYP225,235E(+)
SN490B(-)
SN490B(+)
SN490B-UBB(+)
SN490B-UBB(-)
BT-HT385B(+)
BT-HT-440B-SP(+)

εb

γ

εbp

εbp

εbp

εbp

εbp

(2)式

(1)式

LYP225
SN490B-UBB
LYP225実験値（エネルギー吸収量による評価）
LYP225実験値（ひずみ量による評価）
SN490B-UBB実験値（ひずみ量による評価）
SN490B-UBB実験値（エネルギー吸収量による評価）

⊿εt=4.0%

μ-1=5.8(⊿εt=1.5%)

μ-1=17.2(⊿εt=4.0%)

⊿εt=1.5%

約
30
 サ
イ
ク
ル

約
9
6
5

約
24
2
0

約
20
0 
サ
イ
ク
ル
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仕様

耐震タイプ 〈中心鋼材:SN400B,SN490B,BT-HT385B,BT-HT440B-SP〉

中心鋼材 座屈拘束鋼管1※1

No.
断面形状 製品記号 鋼管サイズ材質 F値

(N/mm2)

限界
座屈長さ
(m)

座屈拘束鋼管2※1

製品記号 鋼管サイズ
限界
座屈長さ
(m)

座屈拘束鋼管3※1

製品記号 鋼管サイズ
限界
座屈長さ
(m)

降伏
軸力※2

(kN)

断面積※2
 (cm2)

鋼管材質※3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54

+ または -
（軸力、鋼管
サイズにより
異なる）

+ または -
（軸力、鋼管
サイズにより
異なる）

＋

SN400B

SN490B

BT-HT
385B

235

325

385

540
720
900
1080
1260
1440
1620
1800
2160
2530
2890
3250
3610
3970
4330
4700
750
1000
1250
1500
1750
2000
2250
2500
3000
3500
4000
4500
5000
5500
6000
6500
7000
7500
8000
8500
9000
2000
2250
2500
3000
3500
4000
4500
5000
5500
6000
6500
7000
7500
8000
8500
9000
9500

23
31
38
46
54
61
69
77
92
108
123
138
154
169
184
200
23
31
39
46
54
62
70
77
92
108
123
139
154
170
184
200
216
231
246
262
278
52
59
65
78
91
104
117
130
143
156
169
182
195
208
221
234
247

STK400

STK400

STK400

UB400-054-1
UB400-072-1
UB400-090-1
UB400-108-1
UB400-126-1
UB400-144-1
UB400-162-1
UB400-180-1
UB400-216-1
UB400-253-1
UB400-289-1
UB400-325-1
UB400-361-1
UB400-397-1
UB400-433-1
UB400-470-1
UB490-075-1
UB490-100-1
UB490-125-1
UB490-150-1
UB490-175-1
UB490-200-1
UB490-225-1
UB490-250-1
UB490-300-1
UB490-350-1
UB490-400-1
UB490-450-1
UB490-500-1
UB490-550-1
UB490-600-1
UB490-650-1
UB490-700-1
UB490-750-1
UB490-800-1
UB490-850-1
UB490-900-1
UB385-200-1
UB385-225-1
UB385-250-1
UB385-300-1
UB385-350-1
UB385-400-1
UB385-450-1
UB385-500-1
UB385-550-1
UB385-600-1
UB385-650-1
UB385-700-1
UB385-750-1
UB385-800-1
UB385-850-1
UB385-900-1
UB385-950-1

6.46
5.59
5.01
4.56
4.23
6.27
5.91
5.60
6.70
6.19
7.06
6.66
6.31
6.02
7.07
6.79
5.50
4.75
4.24
6.13
5.68
5.31
5.01
6.22
5.68
6.41
6.00
5.65
5.37
6.27
6.01
5.77
7.35
7.10
8.08
7.84
7.61
5.31
5.01
6.21
5.68
6.41
5.99
5.65
5.37
6.27
6.00
5.77
5.55
7.10
6.88
6.67
7.61
9.36

φ216.3×4.5

φ267.4×6.0

φ318.5×6.0

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

φ216.3×4.5

φ267.4×6.0

φ318.5×6.0

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

φ457.2×7.9

φ508.0×7.9

φ267.4×6.0

φ318.5×6.0

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

φ457.2×7.9

φ508.0×7.9
φ558.8×9.5

φ318.5×6.0

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

φ457.2×7.9

φ508.0×7.9

φ558.8×9.5
φ609.6×9.5

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

φ457.2×7.9

φ508.0×7.9

φ558.8×9.5

φ609.6×9.5
-

UB400-054-2
UB400-072-2
UB400-090-2
UB400-108-2
UB400-126-2
UB400-144-2
UB400-162-2
UB400-180-2
UB400-216-2
UB400-253-2
UB400-289-2
UB400-325-2
UB400-361-2
UB400-397-2
UB400-433-2
UB400-470-2
UB490-075-2
UB490-100-2
UB490-125-2
UB490-150-2
UB490-175-2
UB490-200-2
UB490-225-2
UB490-250-2
UB490-300-2
UB490-350-2
UB490-400-2
UB490-450-2
UB490-500-2
UB490-550-2
UB490-600-2
UB490-650-2
UB490-700-2
UB490-750-2
UB490-800-2
UB490-850-2
UB490-900-2
UB385-200-2
UB385-225-2
UB385-250-2
UB385-300-2
UB385-350-2
UB385-400-2
UB385-450-2
UB385-500-2
UB385-550-2
UB385-600-2
UB385-650-2
UB385-700-2
UB385-750-2
UB385-800-2
UB385-850-2
UB385-900-2
UB385-950-2

10.24
8.86
7.93
7.24
6.70
8.19
7.73
7.30
8.16
7.54
8.65
8.17
7.74
7.39
9.36
8.98
8.70
7.52
6.71
8.02
7.42
6.95
6.54
7.59

6.94
7.87
7.36
6.93
6.58
8.29
7.96
7.63
8.64
8.34
10.20
9.89
9.62
6.94
6.55
7.58
6.93
7.86
7.36
6.93
6.57
8.29
7.94
7.63
7.36
8.35
8.08
7.84
9.61
10.69

φ267.4×6.0

φ318.5×6.0

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

φ457.2×7.9

φ267.4×6.0

φ318.5×6.0

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

UB400-054-3
UB400-072-3
UB400-090-3
UB400-108-3
UB400-126-3
UB400-144-3
UB400-162-3
UB400-180-3
UB400-216-3
UB400-253-3
UB400-289-3
UB400-325-3
UB400-361-3
UB400-397-3
UB400-433-3
UB400-470-3
UB490-075-3
UB490-100-3
UB490-125-3
UB490-150-3
UB490-175-3
UB490-200-3
UB490-225-3
UB490-250-3
UB490-300-3
UB490-350-3
UB490-400-3
UB490-450-3
UB490-500-3
UB490-550-3
UB490-600-3
UB490-650-3
UB490-700-3
UB490-750-3

-
UB490-850-3
UB490-900-3
UB385-200-3
UB385-225-3
UB385-250-3
UB385-300-3
UB385-350-3
UB385-400-3
UB385-450-3
UB385-500-3
UB385-550-3
UB385-600-3
UB385-650-3
UB385-700-3
UB385-750-3
UB385-800-3
UB385-850-3
UB385-900-3

-

13.38
11.59
10.36
9.45
8.76
10.00
9.42
8.92
10.01
9.25
11.44
10.81
10.23
9.77
10.99
10.54
11.38
9.83
8.79
9.80
9.07
8.49
7.98
9.31
8.49
10.41
9.73
9.18
8.70
9.74
9.35
8.96
10.91
10.54
-

11.30
10.98
8.47
7.99
9.30
8.49
10.40
9.74
9.17
8.70
9.75
9.33
8.96
8.63
10.53
10.19
9.89
10.98
-

φ318.5×6.0

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

φ457.2×7.9

φ508×7.9

φ318.5×6.0

φ355.6×6.4

φ406.4×6.4

φ457.2×7.9

φ508.0×7.9

φ558.8×9.5

-

φ609.6×9.5

φ457.2×7.9

φ508.0×7.9

φ558.8×9.5

中心鋼材 座屈拘束鋼管1※1

No.
断面形状 製品記号 鋼管サイズ材質 F値

(N/mm2)

限界
座屈長さ
(m)

座屈拘束鋼管2※1

製品記号 鋼管サイズ
限界
座屈長さ
(m)

座屈拘束鋼管3※1

製品記号 鋼管サイズ
限界
座屈長さ
(m)

降伏
軸力※2

(kN)

断面積※2
 (cm2)

鋼管材質※3

55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65

＋

-

+

-

+

BT-HT
440B-SP 440

4500
5000
5500
6000
6500
7000
7500
8000
8500
9000
9500

103
114
125
137
148
160
171
182
193
205
216

STK400

UB440-450-1
UB440-500-1
UB440-550-1
UB440-600-1
UB440-650-1
UB440-700-1
UB440-750-1
UB440-800-1
UB440-850-1
UB440-900-1
UB440-950-1

5.65
5.37
6.27
6.00
5.77
5.55
7.10
6.88
6.68
7.61
7.41

φ355.6×6.4

φ457.2×7.9

φ406.4×6.4

φ508.0×7.9

φ406.4×6.4

φ508.0×7.9

φ457.2×7.9

φ558.8×9.5

φ457.2×7.9

φ558.8×9.5

φ508.0×7.9

φ609.6×9.5

UB440-450-2
UB440-500-2
UB440-550-2
UB440-600-2
UB440-650-2
UB440-700-2
UB440-750-2
UB440-800-2
UB440-850-2
UB440-900-2
UB440-950-2

6.92
6.58
8.30
7.94
7.64
7.36
8.34
8.07
7.84
9.61
9.36

UB440-450-3
UB440-500-3
UB440-550-3
UB440-600-3
UB440-650-3
UB440-700-3
UB440-750-3
UB440-800-3
UB440-850-3
UB440-900-3
UB440-950-3

9.16
8.70
9.74
9.32
8.97
8.64
10.53
10.19
9.90
10.98
10.69

制振タイプ 〈中心鋼材: BT-LYP225, SN490B-UBB〉

中心鋼材 座屈拘束鋼管1※1

No.
断面形状 製品記号 鋼管サイズ材質

降伏点
中央値
(N/mm2)

限界
座屈長さ
(m)

座屈拘束鋼管2※1

製品記号 鋼管サイズ
限界
座屈長さ
(m)

座屈拘束鋼管3※1

製品記号 鋼管サイズ
限界
座屈長さ
(m)

降伏
軸力※2

(kN)

断面積※2
 (cm2)

鋼管材質※3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

BT-
LYP225

SN490B
-UBB

225※4

402.5※5

500
750
1000
1250
1500
1750
2000
2250
2500
3000
1500
1750
2000
2250
2500
3000
3500
4000
4500
5000
5500
6000
1500
1750
2000
2250
2500
3000
3500
4000
4500
3000
3500
4000
4500
5000
5500
6000
6500

22
33
45
56
67
78
89
100
111
134
67
78
89
100
111
133
155
178
200
222
245
267
38
44
50
56
62
75
87
100
112
75
87
100
112
125
137
149
162

STK400

STK400

UB225-050-1
UB225-075-1
UB225-100-1
UB225-125-1
UB225-150-1
UB225-175-1
UB225-200-1
UB225-225-1
UB225-250-1
UB225-300-1
UB225-150-1+
UB225-175-1+
UB225-200-1+
UB225-225-1+
UB225-250-1+
UB225-300-1+
UB225-350-1+
UB225-400-1+
UB225-450-1+
UB225-500-1+
UB225-550-1+
UB225-600-1+
UB490U-150-1
UB490U-175-1
UB490U-200-1
UB490U-225-1
UB490U-250-1
UB490U-300-1
UB490U-350-1
UB490U-400-1
UB490U-450-1
UB490U-300-1+
UB490U-350-1+
UB490U-400-1+
UB490U-450-1+
UB490U-500-1+
UB490U-550-1+
UB490U-600-1+
UB490U-650-1+

6.42
5.27
7.15
6.46
5.90
7.13
8.13
7.68
7.29
8.14
5.89
5.45
6.67
6.28
7.29
6.65
7.56
7.06
8.80
9.80
11.79
12.89
5.83
5.40
6.61
7.61
7.22
6.58
7.48
7.00
8.72
6.57
7.47
6.98
8.72
8.26
9.26
8.88
8.52

φ216.3×4.5

φ267.4×6.0

UB225-050-2
UB225-075-2
UB225-100-2
UB225-125-2
UB225-150-2
UB225-175-2
UB225-200-2
UB225-225-2
UB225-250-2
UB225-300-2
UB225-150-2+
UB225-175-2+
UB225-200-2+
UB225-225-2+
UB225-250-2+
UB225-300-2+
UB225-350-2+
UB225-400-2+
UB225-450-2+

-
-
-

UB490U-150-2
UB490U-175-2
UB490U-200-2
UB490U-225-2
UB490U-250-2
UB490U-300-2
UB490U-350-2
UB490U-400-2
UB490U-450-2
UB490U-300-2+
UB490U-350-2+
UB490U-400-2+
UB490U-450-2+
UB490U-500-2+
UB490U-550-2+
UB490U-600-2+
UB490U-650-2+

10.17
8.32
9.41
8.43
7.70
8.70
9.97
9.40
8.93
10.77
7.69
7.11
8.14
7.66
8.92
8.15
10.00
9.33
10.33
-
-
-
7.62
7.06
8.06
9.33
8.85
8.07
9.89
9.26
10.24
8.06
9.88
9.25
10.24
9.72
11.68
11.19
10.76

φ267.4×6.0
UB225-050-3
UB225-075-3
UB225-100-3
UB225-125-3
UB225-150-3
UB225-175-3
UB225-200-3
UB225-225-3
UB225-250-3
UB225-300-3
UB225-150-3+
UB225-175-3+
UB225-200-3+
UB225-225-3+
UB225-250-3+
UB225-300-3+
UB225-350-3+
UB225-400-3+
UB225-450-3+

-
-
-

UB490U-150-3
UB490U-175-3
UB490U-200-3
UB490U-225-3
UB490U-250-3
UB490U-300-3
UB490U-350-3
UB490U-400-3
UB490U-450-3

-
-

UB490U-400-3+
UB490U-450-3+
UB490U-500-3+
UB490U-550-3+
UB490U-600-3+
UB490U-650-3+

13.29
10.88
11.49
10.28
9.39
10.65
13.19
12.43
11.80
12.63
9.40
8.69
9.97
9.39
11.79
10.78
11.73
10.95
13.03
-
-
-
9.29
8.61
9.89
12.34
11.71
10.68
11.62
10.87
12.93
-
-

10.86
12.93
12.28
13.34
12.78
12.28

φ318.5×6.0

φ318.5×6.0 φ355.6×6.4

φ318.5×6.0 φ355.6×6.4 φ406.4×6.4

φ355.6×6.4 φ406.4×6.4 φ457.2×7.9

φ406.4×6.4 φ457.2×7.9 φ508.0×7.9

φ267.4×6.0 φ318.5×6.0 φ355.6×6.4

φ267.4×6.0 φ318.5×6.0 φ355.6×6.4

φ318.5×6.0 φ355.6×6.4 φ406.4×6.4

φ355.6×6.4 φ406.4×6.4 φ457.2×7.9

φ406.4×6.4 φ457.2×7.9 φ508.0×7.9

φ508.0×7.9

φ558.8×9.5

φ457.2×7.9 φ508.0×7.9 φ558.8×9.5

φ355.6×6.4 φ406.4×6.4

φ406.4×6.4 φ457.2×7.9

φ457.2×7.9 φ508.0×7.9

φ609.6×9.5φ508.0×7.9 φ558.8×9.5

-
-

φ318.5×6.0 φ355.6×6.4 φ406.4×6.4

φ355.6×6.4 φ406.4×6.4 φ457.2×7.9

φ406.4×6.4 φ457.2×7.9 φ508.0×7.9

φ457.2×7.9
φ508.0×7.9
φ558.8×9.5
φ609.6×9.5

φ508.0×7.9 φ558.8×9.5
-
-
-

-
-
-

*1) 限界座屈長さを超える場合は、座屈拘束鋼管サイズを上げてください。上表にない場合はお問合せください。
*2) 数字を丸めて表記しています。
*3) 角型鋼管も対応可能です。
*4) LYP225の降伏強度の管理幅は205 ～ 245N/mm2です。応答解析時は、中央値の225N/mm2とします。但し、F値は205N/mm2です。
*5) SN490-UBBの降伏強度の管理幅は板厚40mm以下の場合は360 ～ 445N/mm2です。応答解析時は、中間値の402.5N/mm2とします。
 SN490-UBBの降伏強度の管理幅は板厚40mm超の場合は360 ～ 415N/mm2です。応答解析時は、中間値の387.5N/mm2とします。但し、F値は325N/mm2です。
★詳しい寸法諸元(芯材形状、継手形状)はお問合せください。

アンボンドブレース®標準部材
アンボンドブレースの設計式は日本建築センターの一般評定を取得しており、設計者の要望に応じて部材
設計することが可能です。また、市販の一貫構造計算プログラムに下表の標準部材が搭載されており、製品
記号を選択することで履歴特性の入力が可能になる等、設計時の利便性を高めています。



　　ご注意とお願い
本資料に掲載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するためのものであり、
「規格」の規定事項として明記したもの以外は保証を意味するものではありません。本資料
に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきまし
ては責任を負いかねますのでご了承ください。また、これらの情報は、今後予告なしに変更
される場合がありますので、最新の情報については、各担当部署にお問い合わせください。
本資料に記載された内容の無断転載や複製はご遠慮ください。

●建築施工会社の現場工事管理者様へのお願い
アンボンドブレース®は現場（もしくは工場）の車上渡しとなります。現場施工は建築工事
標準仕様書JASS6鉄骨工事に準じて行ってください。特に下記はアンボンドブレース®の
性能に悪影響を与える可能性がありますので原則として行わないでください。
• 座屈拘束鋼管の躯体への埋設
• ブレースへの間柱，梁等の部材または部品の取付
• ブレースへの溶接
• 錆誘発環境での使用（充分な防錆対策を行う場合を除く）

市村産業賞受賞
新しい産業の進歩発展に貢献した製品に贈られる
第37回市村産業賞を受賞しました。

認定書発行日：令和3年9月17日
認定番号 BCJ評定：ST0125-08（耐震タイプ）
＊筋かいの種別BA（BAランク材）としての評定

地震国ニッポンの建物を守る! ――
実績豊富な「耐震ブレース・制振ダンパー」です。

●お問合せ先

Cat.No.KC264 2022.08版  改「アンボンドブレース」は日鉄エンジニアリング株式会社の登録商標です。

アンボンドブレース®

〒141-8604 東京都品川区大崎一丁目5番1号 大崎センタービル
Tel.03-6665-4360　　 0120-57-7815

1 大

日鉄エンジニアリングの座屈拘束ブレース

都市インフラセクター 営業本部 鋼構造営業部
https://www.eng.nipponsteel.com/steelstructures/

第三者機関認証
構造部材として一般評価を取得
アンボンドブレース®は、一般財団法人日本建築センターによる評定を受けております。

認定書発行日：令和3年9月17日
認定番号 BCJ評定：ST0126-07（制振タイプ）
＊エネルギー吸収部材としての評定




